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小学校算数科 

Ａ 数と計算 Ｄ 数量関係

第１学年 

○帰納的な考え
・いくつかの具体的な例に共通する一般的な事柄を見いだす。 
○類推的な考え
・既習の内容との類似性に着目して新しい事柄を見いだす。 
○演繹的な考え
  ・すでに正しいことが明らかになっている事柄を基にして、別の新しい事柄が正し

いことを説明していく。 

Ｂ 量と測定 Ｃ 図  形 

第2学年 

第3学年 

第４学年 

第5学年 

第6学年 

Ａ 数と式 B 図 形 C 関 数 

第１学年 

第２学年 

第３学年 

○帰納的な考え…いくつかの事柄に共通することから予想する考え。 
○類推的な考え…似ている事柄をもとに、同じようになると予想する考え。 
○演繹的な考え…根拠を基にして、「ＡならばＢになり、ＢならばＣになるからＡならば

Ｃになる」ことを論理的に構成していく考え。

中学校数学科 

D 資料の活用

 − �0 −  − �1 −
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各 種 調 査 等 で 見 ら れ た 課 題

算 数 科 ・ 数 学 科 の 指 導 基 準 

数のいろいろな見方 

計算の見積り 

量の大きさについての見当付け いろいろな観点からの図形の見方
変化の様子への着目

繰り下がりのあるひき算

かけ算 

測定の技能 作図 式の意味の読み 

比例 

正の数・負の数の理解 文字を含む式の計算 

割合の見方 

学習指導要領を踏まえ、「考え方」と「知識・技能」に整理 

考 え 方

知 識 ・ 技 能

数と計算 数量関係図 形量と測定

分数 
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② 計算の見積り 

① 繰り下がりのあるひき算

知識・技能 

② かけ算 

10

1

① 数のいろいろな見方

考え方 学習指導要領 

④ 正の数・負の数の理解

⑤ 文字を含む式の計算 

※下記の２項目は、中学校数学科
【数と式】領域 

③ 分数 
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「数のいろいろな見方」を育てる段階的な指導

○ 10の合成・分解ができる。 
・10は４と６を合わせた数とみる。  

○ 十を単位とする見方ができる。 
・10が3個で30とみる。 
・30は10の3個分とみる。 

○ 百や千を単位とする見方ができる。 
  ・6000は100が60個集まった数 
  ・7000は1000が７個集まった数 
○ 一つの数をほかの数の積としてみること
ができる。 
・12は２×６、６×２、３×４、4×３
 とみる。 

○ 千や万を単位とする見方ができる。 
・10000は1000が10個集まった数
・100000は1000が100個集まった数

○ 10 や 100 を単位として、たし算ができる。
・400＋800を、100を単位として、
4＋8とみる。 

数のいろいろな見方 
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「計算の見積り」を育てる段階的な指導 

○ ２位数のたし算及びひき算における和や差
の見積りができる。 
・３７＋８４の計算 
答えはおよそ1０0より大きくなる。あ
るいは、３けたになると考え、百の位の繰
り上がりを忘れても修正できる。 

○ ３位数のたし算及びひき算における和や
差の見積りができる。 
 ・325－187の計算 
   300－200で、答えはおよそ100くら
いになると考え、百の位の繰り下がりを忘
忘れても修正できる。 

○ ２位数、３位数×１位数及び２位数×２位
数のかけ算の積の見積りができる。 
・95×80の計算 
100×80とみて、積は8000くらいに
な数と考え、積を誤って760としても修
正できる。 

○ わり算の計算において商を見積もること
ができる。 
・６４÷２の計算 
 60÷２とみて、答えは30くらいとみる。

 ・884÷34の計算 
   900÷３０とみて、答えは 30 くらい
とみる。 

○ 目的に応じて、和、差を概数で見積もる。
○ 目的に応じて、積、商を概数で見積もる。

計算の見積り 
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「繰り下がりのあるひき算」の段階的な指導

○ 10の合成・分解ができる。 
  ・10は２と８を合わせた数 
○ 和が10以下のたし算の逆のひき算の計算
ができる。 
  ・５－３＝２、９－４＝５ 
○ 和が１０以上のたし算の逆のひき算の計
算ができる。 
・１２－７＝５、１７－８＝９ 

○ ２位数のひき算ができる。 
  ・85－24＝61(繰り下がりなし) 
  ・85－26＝59(繰り下がりあり) 

○ ３位数のひき算ができる。 
  ・285－123＝162 (繰り下がりなし) 
  ・324－115＝209 (繰り下がり1回あり)
  ・324－136＝188 (繰り下がり 2回あり)
  ・304－   68＝236 

(十の位が０で繰り下がり２回あり) 

繰り下がりのあるひき算 
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「かけ算」の段階的な指導 

○ かけ算の意味が分かる。 
・ 一つ分の大きさの何倍かに当たる大き
さを求める計算であることが分かる。 

○ かけ算のきまりが分かる。  
・ かける数が１増えると、積はかけられ
る数の分だけ増えることが分かる。 
・ かける数とかけられる数を反対にして
計算しても積は同じである。 

○ かけ算九九を暗唱することができる。 

○ かける数が１減ると、積はかけられる数の
分だけ減ることが分かる。 
○ 12×３の計算の答えは、10×３と２×３
を合わせた数になることが分かる。 

◎ わり算は、以下の２つの場合に用いられる
ことが分かる。 
・ある数量を同じ数ずつ分けたときの一つ
分の大きさを求める計算 
・ある数量がもう一方の数量のいくつ分か
であるかを求める計算 

◎ わり算はかけ算の逆算であることが分か
る。 
・１２÷３の計算の答えは、３の段のかけ
算九九で求められることが分かる。 

かけ算 
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例  ３  １  1 
― - ― ＝ ―  
４  ２  4 

「分数」の段階的な指導 

○ 
4
1,

2
1 などの簡単な分数の意味や表し方が

分かる。 

○ 分数の意味や表し方が分かる。 
○ 同分母分数の加法･減法の意味が分かる。 

分数 

○ 同分母分数の加法・減法の仕方が分かり計
算ができる。 
○ 大きさの等しい分数があることが分かる。 

○ 異分母分数の加法・減法の仕方が分かり計
算ができる。 
○ 小数を分数で表したり､分数を小数で表し
たりすることができる。 
○ 整数の除法の結果を分数で表せることが分
かる。 
○ 乗数･除数が整数である分数の乗法・除法の
計算の仕方が分かり計算できる。 

○ 分数の乗法・除法の計算の仕方が分かり計
算できる。 
○ 整数で成り立つ計算法則が分数でも成り立
つことが分かる。 
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「正の数・負の数の理解」の段階的な指導

○ 正の数・負の数の必要性を知り、その表現
や大きさなどについて理解する。 
○ 正の数・負の数の計算ができる。

◇ 整数について理解し、加法、減法、乗法、除法
の計算ができる。 

◇ 小数について理解し、加法及び減法ができる。 
◇ 分数について理解する。

◇ 小数の乗法及び除法ができる 
◇ 同分母分数の加法及び減法ができる。 

◇ 異分母分数の加法及び減法ができる。 
◇ 分数×整数や分数÷整数の等の計算ができる。

正の数・負の数の理解 

◇ 分数の乗法及び除法ができる。 
◇ 分数･小数が混じった計算ができる。 
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「文字を含む式の計算」の段階的な指導 

○ １次式の加法・減法、１次式と数の乗法・
除法の計算ができる。 
○ 一元一次方程式を解くことができる。 

□

◇ 伴って変わる二つの数量で、□、△などを用
いて、式に表現することができる。 

文字を含む式の計算 
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知識・技能 

① 量の大きさについての見当付け

考え方 

① 測定の技能 

学習指導要領 
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「量の大きさについての見当付け」の段階的な指導

○ 長さを測定する際に、10㎝や１ｍを基にし

て、およその長さの見当を付けることができ

る。 

○ かさを測定する際に、１ を基にして、お

よそのかさの見当を付けることができる。 

○ 重さを測定する際に、１㎏を基にして、お

よその重さの見当を付けることできる。 

○ 角の大きさを測定する際に、９０°より大

きいか小さいかを判断できる。 

量の大きさについての見当付け 
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「測定の技能」を育てる段階的な指導

測定の技能 

○ 時計を見て、時刻を読むことができる。 

○ ものさしを適切に用いて、長さの測定をす
ることができる。 
○ １ マスや１ マスを適切に用いて、かさ
の測定をすることができる。 

○ 巻き尺を適切に用いて、長さの測定をする
ことができる。 
○ はかりを適切に用いて、重さの測定をする
ことができる。 

○ 分度器を適切に用いて、角の大きさを測定
することができる。 

◎ 正方形、長方形の面積を、公式を使って求
めることができる。 

◎ 立方体及び直方体の体積を、公式を使って
求めることができる。

◎ 円の面積を、公式を使って求めることがで
きる。 
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知識・技能 

考え方 

① いろいろな観点からの図形の見方

学習指導要領 

① 作図  
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「いろいろな観点からの図形の見方」の段階的な指導

◇ 三角形は、3本の直線で囲まれていること

が分かる。 

◇ 四角形は、４本の直線で囲まれていること

が分かる。 

○ 直角、辺、頂点、角、対角線、面などに着

目して、図形の特徴を考えることができる。

いろいろな観点からの図形の見方 
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「作図」の段階的な指導 

○ 定規を正しく使い、直線を引くことができる。

○ 方眼紙上に、正方形、長方形をかくことが

できる。 

○ 定規やコンパスを正しく使い、二等辺三角

形や正三角形を作図できる。 

○ コンパスを正しく使い、円を作図できる。

作図 
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考え方 

② 比例 

知識・技能 

□

□

□

a x

① 変化の様子への着目

学習指導要領 

① 式の意味のよみ 

② 割合の見方 
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「変化の様子への着目」の段階的な指導

○ 一方の数量が変化し、もう一方の数量も変
化するとき、何かきまりがありそうだと考え
ることができる。 

◇ かける数が１増えると、積はかけられる数
の分だけ増えることが分かる。 

○ 全体と部分とを関係付けて、考えるこ

とができる。 

変化の様子への着目 

割合の見方 

全体と部分とを関係付けて考えること

ができる。

◇ かける数が１減ると、積はかけられる数の
分だけ減ることが分かる。 

「 割 合 の 見 方 」 の 段 階 的 な 指 導
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「式の意味の読み」の段階的な指導 

○ たし算やひき算の場面を式に表した場合

に、その式の意味が分かる。 

○ かけ算の場面を式に表した場合に、その式

の意味が分かる。 

○ わり算の場面を式に表した場合に、その式

の意味が分かる。 

式の意味の読み 
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「比例」の段階的な指導 

◎ 比例関係を文字式に表すことができる。 

○ 比例の意味が分かる。 

○ 伴って変化する二量に関係があることが分

かる。

◇ かけ算において、かける数が変化すると、

積も変化することが分かる。 

比例 
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 1
10

10
10

10

1

ℓ ℓ
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□□□□□□□ □□□

□□

                      

           

               

□□□□□□□□□□   □□  
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10000
1000000

a, ha a ha
10

100
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2cm 1cm
6 24

(24cm2) (24cm2)

cm
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-
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□
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10 20 30
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□

□

□
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□ □
□ □

4

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )
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1
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